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1. 経営戦略の目的と趣旨 

 

下水道は、都市の健全な発達および公衆衛生の向上に寄与し、併せて公共用水域の

水質の保全に資するために欠かすことができない公共性、公益性の高い重要な都市基

盤施設です。 

 

 

 

 

 

 

美濃加茂市(以下「本市」という)の下水道事業は、昭和 61(1986)年度に事業着手

し、平成 27(2015)年度末時点の汚水処理人口普及率は 99.2%と、末普及地域の解

消は概ね完了し、今後は建設の時代から維持管理や改築に重点を置いた時代に入ろう

としています。 

そのため、下水道サービスを持続的・安定的に提供していくための指針として「美

濃加茂市下水道事業経営戦略」を策定し、これに基づいた計画的かつ合理的な経営を

行うことにより、収支の改善等を通じた経営基盤の強化を図ります。 

 
 

 
 

 

○料金の見直し

○内部留保額の見直し 等

○ダウンサイジング、スペック

○長寿命化、ストックマネジメント

○過剰・重複投資の見直し

○優先順位が低い事業の取り止め

効率化・経営健全化の取組

投資試算の検討 財源試算の検討

経営戦略 [イメージ]

反映

その他の経営基盤強化の

取組（ＩＣＴ活用等）

組織，人材，定員，

給与の適正化

広域化，民間の資金・

ノウハウ活用

（ＰＰＰ／ＰＦＩ等）

投資・財政計画の策定

（計画期間は基本10年以上）

経営基盤強化と財政マネジメントの向上

計画期間 

平成 29(2017)年度～平成 38(2026)年度 [10 年間] 

【下水道事業の役割】 

・公衆衛生の向上と生活環境の改善（汚水処理） 

・浸水の防除（雨水排除） 

・公共用水域の水質保全 
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2. 下水道事業の現状と課題 

 

下水道事業の概要 

 

本市は、下水道事業として、公共下水道事業(蜂屋川公共下水道事業、流域関連公

共下水道事業)、特定環境保全公共下水道事業(下米田特環下水道事業(流域関連)、富

加特環下水道事業)、農業集落排水事業(稲辺農業集落排水事業、山之上中部農業集落

排水事業、伊深農業集落排水事業)の 3 種類の事業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状の分析 

 

 汚水処理原価 

汚水処理原価（汚水を 1m3 処理するために必要な経費）は、公共下水道で 185.7

円/m3、特定環境保全公共下水道で 194.5 円/m3、農業集落排水で 411.8 円/m3

となっています。事業規模か小さい農業集落排水事業は、汚水処理原価が高い傾向に

あり、維持管理費の削減が課題となっています。  
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 経費回収率 

平成 27(2015)年度の下水道使用料単価は、公共下水道が 155.6 円/m3、特定環

境保全公共下水道が 153.4 円/m3、農業集落排水が 151.6 円/m3 で、経費回収率

は、それぞれ約 84％、約 79％、約 37％と、いずれの下水道事業も使用料収入の

みでは経費を賄うことができない状況であるため、一般会計繰入金等で賄っています。

特に農業集落排水の経費回収率は低い値で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

課題の整理 

 

 人口の見通し 

本市の人口は、平成 32(2020)年に 57,003 人、平成 42(2030)年に 57,462

人、平成 52(2040)年には 56,875 人となると推計されており、将来的には人口が

減少(ただし、計画期間内は増加)する推計となっています。 

また、平成 27(2015)年度末の水洗化率（＝水洗化人口 45,230 人÷処理区域内

人口 53,476 人）は 85％ですが、水洗化率の向上に係る取り組みにより、平成

38(2026)年度には水洗化人口 50,260 人、水洗化率 90％を目指します。 
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 老朽化の状況 

下水道管きょのストックは、平成 27(2015)年度末現在で約 516km と膨大な量

になっています。下水道管きょの耐用年数は 50 年であり、今から概ね 20 年後から

本格的な改築時期を迎えることになります。そのため、下水道ストックマネジメント

による事業費の平準化を含めた計画的な改築および維持管理の実施が有効な手段と

なります。 
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3. 経営の基本方針 

 

本市の下水道事業は、「安心・安全な下水道サービスを持続的・安定的に供給する」

ことを基本方針とし、持続可能な下水道事業の実現に向け、投資の合理化、経営の健

全化、危機管理の強化を基本目標とします。中長期的な経営の基本計画である経営戦

略を実践することで、その実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 合理化・経営健全化の取組み 

 

本市の下水道事業は、市街化区域内の汚水整備が概ね完了しています。今後は、下

水道計画区域は拡大せず現状を維持し、区域外は合併浄化槽の設置を推進します。ま

た、老朽化した施設（主に、雨水ポンプ場設備、マンホールポンプ設備）のストック

マネジメント計画に基づく改築、浸水被害を防止するための雨水排水事業の拡充など

の新たな課題に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

美濃加茂市下水道事業経営戦略

投資試算 財源試算

（投資以外の経費）

均衡

合理化・経営健全化の取組み

投資・財政計画（収支計画）

基本方針

安心・安全な下水道サービスを継続的・安定的に供給する。

 

基本目標

投資の合理化 経営の健全化 危機管理の強化

【今後の主要な事業メニュー】 
1. ストックマネジメント 

雨水ポンプ場およびマンホールポンプを中心とした施設に対して、計画的・効率的な

維持管理および改築を実施します。 

2. 雨水排水事業の拡充 

雨水流出量の増大などに対応するため、蜂屋川公共下水道と下米田特環下水道を中心

とした地域で管きょ整備を実施します。 

3. 不明水対策 

処理費用の削減のため、ストックマネジメント計画などと連携し、不明水対策を実施

します。 

4. 水洗化率の向上 
広報やホームページにより下水道の効果・役割をＰＲし、水洗化率の向上に努めます。 
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5. 投資・財政計画（収支計画） 

 

収益的収支 

 

収益的収支は、事業活動に伴って発生する収入と支出の状況を表し、維持管理など

に係る経費の見通しを示すものです。計画期間内は一般会計繰入金等により、収支均

衡が保たれています。 

 

収益的収支の見通し（公共下水道） 

 

収益的収支の見通し（特定環境保全公共下水道） 

 

収益的収支の見通し（農業集落排水） 
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資本的収支 

 

資本的収支は、施設や設備における投資的な収入および支出の見通しを示すもので

す。資本的収入と資本的支出の差から生じる不足額は、減価償却費などによる損益勘

定留保資金（内部留保資金）を建設事業費に補てんすることで、健全な財政計画の運

営に努めます。 

 
資本的収支の見通し（公共下水道） 

 

 
資本的収支の見通し（特定環境保全公共下水道） 

 

 
資本的収支の見通し（農業集落排水） 
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企業債残高 

 

今後必要となる建設改良事業を計画的かつ確実に実施するため、建設改良費の財源

の一部を企業債により賄います。また、資本費平準化債は発行可能額を適切に管理し、

世代間における投資経費の負担の平準化を図ります。 

 

 

企業債残高の見通し 

 

他会計負担金・他会計補助金 

 

計画期間内の収支均衡を図るため、収支計画の中で生じる不足額については、一般

会計からの繰入金で賄います。 

 

 

一般会計繰入金の見通し 
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今後の検討事項  

 

本市では、今後の検討事項として以下の 2 項目を掲げて、投資の削減と財源の確

保を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 経営戦略の評価・検証 

 

今後は、下水道経営戦略の実施状況の評価・検証により営業戦略の見直しを行いま

す。 

下水道経営戦略の見直しに当たっては、「計画策定(Plan)-実施(Do)-検証(Check)-

見直し(Action)」のサイクルを活用し、計画と実績との乖離およびその原因を分析

します。また、実績との乖離が著しい場合は、事業手法の見直しなどについて改めて

検討します。 

 

計画の進行管理手法 

 

 

1. 稲辺農業集落排水および山之上中部農業集落排水の公共下水道への接続

を検討 

 

2. コスト縮減のための新技術の導入を検討 
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